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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 2812:1998 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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機器取付け用レール 

Dimensions of low-voltage switchgear and controlgear- 

Standardized mounting on rails for mechanical support of  

switchgear, controlgear and accessories 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された IEC 60715 を基に，我が国の実情に合わせるため，技術

的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，附属書 JA は，対応国際規格にはない事項である。また，点線の下線を施してある

箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JB に

示す。 

1 適用範囲 

この規格は，交流 1 000 V 以下又は直流 1 500 V 以下で使用する継電器，接触器，開閉器，工業用端子台

などの電気機器及び附属品を互換性のある方法で取り付ける機器取付け用レール（以下，レールという。）

の寸法及び機能要求事項について規定する。 

この規格の目的は，取付け用レール及び機器の正しい設計に不可欠な寸法を規定することである。 

この規格では，次の形状のレールについて規定する。 

－ トップハット形（TH）レール 

－ C 形レール 

－ G 形レール 

注記 1 機器取付けの互換性は，機能の互換性を意味するものではない。 

附属書 A 及び附属書 B では，この規格の要求事項を満たす特定の鋼製レールを扱い，そのレールに適用

される追加の寸法データ及び負荷の要求事項を示している。附属書 JA では，アルミニウム製レールにつ

いて示している。 

注記 2 特定の鋼製レール及びアルミニウム製レールの詳細な構造及び材料は，附属書に規定している。 

注記 3 附属書 A の規定にはないが，この規格に適合する他の形状のレールも使用される場合がある。 

保護導体端子台へ導電接続することで保護導体として使用するレールは，JIS C 8201-7-2 に規定してい

る。レールを接地導体として使用する他の用途では，関連する製品規格を適用する。 

注記 4 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60715:2017，Dimensions of low-voltage switchgear and controlgear－Standardized mounting on 


